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三栄本秀は鈴木正三の愛弟子 

 

 

鈴木正三  （天正 7 年 1579 ～  明暦元年 1655 示寂 77 歳）  

三栄本秀  （天正 10 年 1582 ～  万治 2 年 1659 5 月 17 日  示寂 78 歳）  

 

元和 6 年（ 1620）  鈴木正三  42 歳で出家。  

 則定の鈴木家は重成が継いだ。正三は高橋七十騎（高橋衆）の中の鈴木九大夫

重次の家を 12 歳の時、継いでいた。その家は三宅某の四男が養子として跡目を

継いだ。  

 

元和 8 年（ 1622）  香積寺 10 世として台巖榮天が住職する。三栄本秀 41 歳。  

 

元和 9 年（ 1623）  鈴木正三  45 歳  千鳥寺で修行中。  三栄本秀 42 歳。  

 

 

『石平道人行業記辨疑』  

 

台巖、本秀二大老、帰師之道、晨夕参承。  

 

 

『驢鞍橋  下  百四十八』  

 

 本秀和尚ノ云、師ハ近代ノ佛法ノ中興也、其先、終ニ誰デモ修行ト云沙汰シタ

ル人無  

 

 

『驢鞍橋  上  三十一』  

 

一日江州衆來リ、國本ニテハ、何レモ本秀和尚ノ教ヱヲ承ルト云、 師聞テ曰、

一段ノ事也、此和尚ハ、人ヲ損フ事有ベカラズ、今時道者ト云人、先我能者ニ成

テ打上リ、人ヲ印可シテ、其儘人ヲ悪クスル也、然ルニ此和尚ハ、先我足ズニ居

ラルヽ間、何トシテ人ヲ許サレンヤ、 師亦曰、其辺ニテハ、若キ衆法ヲ聞、伎
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量過ルト云沙汰ナシヤ、我少シアブナク思フ也、彼人沙汰無ト云、 師亦曰、其

地ノ何某ハ、此前死苦ニ責ラレケル間、今ニ頼敷思フガ、弥修行募リテ見ユルヤ、

彼人今程沙汰モナシト云、 師曰、一旦死ノ來ル事有トモ、油断シ娑婆ズキニ成

タラバ、跡モ無クナルベシ、少少死ノ來ル様也共、ヒシト死機ニ成事ハ、功ヲ積

ズンバ有ベカラズ、我モ六十余リニシテ、慥ニ是ヲ知ルト也、  

 

 

『驢鞍橋  下  十三』  

 

三州千鳥山ニ在テ、律ヲ行ヒタル時分ハ、麦粥麦飯ニテ送リケル、如是シケル

間、風雨ニ身ヲサラサレ、麁食ニ脾胃痩レテ病起リ、既ニ大事ニ及ブ、様様療治

ヲ加フレドモ本復セズ、余多ノ医者、尽ク放ス、我モ一定死ニ究メケリ、位詰ニ

成、何トモ活ラルベキ様ナカリケレバ、近里ノ親類共、皆是聚ル、我弟、大略ノ

医者ニテ有ケルガ、此由ヲ聞、来リテ言ハ、薬モ何モ入ヌ、只食養生ニテ能候ン

ト云フ、其故ヲ問バ、肉食ノ事也ト云、我疾モ云ザル事ヨ、養生ナラバ死人ヲモ

喰ベシト云テ用之、二年程カヽリテ、スキト本復ス、病癒テ薬モ用ナケレバ、亦

潔斎シテ今日ニ及ベリ、其比、人ニ悪ク云レタルト言事、中中ノ事也、モハヤ其

時危フ死ニケレドモ、恥知ズノ正三ナレバコソ、生命ヲ養ヒ立、今日ニ存命テ、

修行モ大略ニハ仕上セタレ、総而、切タ心ナクシテハ物ハ成セヌト也  

 

 

『驢鞍橋  下  百五十』  

 

亦、秀和尚曰、此前、師ト同、大坂三郎九郎殿ニ至、折節、三郎九郎代官処ノ

中、去大身ノ庄屋、無質ヲ以テ人ヲ滅ン事ヲ工ミ、僉議ニ逢、却テ我非ニ落タリ、

此比、畿内ノ仕置ヲ、小堀遠江殿承ニテ、伏見ニ居給ニ仍テ、彼ニ云遣シケレバ、

明日キツト庄屋一門、男女共ニ死罪ニ行ベシト云来ル、時ニ師聞曰、男子ノ義ハ

尤也、女人ノ分ハ、何トゾ助度者也ト有ケレバ、亭主曰、公義ヨリノ仰付也、下

ニテハ助難キ事也、師曰、権現様以来、終ニ加様ノ事ニ女人迄殺給ヒタル事ナシ、

然ニ三郎九郎代ニ殺始バ、以来迄ノ例ニナルベシ、是非共、道理ヲ申達スベシト

云テ、自ラ日本国中ノ神ニ誓願ヲ為給、扨亦大坂ヨリ伏見迄、一町一町ニ人ヲ立

置、書札ヲ以テ、其意趣ヲ申通ジ、其夜中ニ五六度問答往復シテ、終ニ多ノ女人

ヲ助給、総而、若時ヨリ、人ノ為ニ善事ナレバ、進デ勢ヲ出シ給、殊ニ人ノ悪キ

ヲ見テハ、我ヲ忘テ憐給ト也。  
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東南アジアの仏教 

第二回 

 

前回は世界のメインストリームの仏教事情を紹介し、日本の大乗仏教

が非常に特殊なあり方をしているということを東南アジア（テーラワ

ーダ仏教）の仏教視点から説明しました。今回は引き続き、東南アジ

アの仏教の戒律や修行システムについて概説していきます。日本の大

乗仏教と比較することを通じて、日本にいると中々見えてこない大乗

仏教の輪郭をスケッチすることを目指します。 

 

 

◼ テーラワーダ仏教の戒律 227 戒 

 

◼ 仏教の修行システム 三学－戒・定・慧 

 

◼ 日本大乗仏教の戒律 大乗菩薩戒 

 

◼ 日本大乗仏教の戒定慧 

 

◼ テーラワーダ仏教のお経と大乗仏教のお経 

 

◼ 二つの涅槃経 
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